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た
ば
こ
の
花
は
、
立
派
な
葉
た

ば
こ
を
育
て
る
た
め
、
養
分
が
葉

に
十
分
い
き
わ
た
る
よ
う
に
摘
ま

れ
て
し
ま
い
、
見
ら
れ
る
機
会
は

少
な
い
も
の
で
し
た
。

平成 月発行年27
124

12
第 号

建議書を市長に提出ほか ------------------------
改正委員会法が成立ほか ------------------------
農地ナビで農地情報を公開 ---------------------
農業委員紹介コーナー ---------------------------

２
３
４
５

農家の声 ----------------------------------------------
相談コーナーほか ---------------------------------
カメラスケッチほか ------------------------------

６
７
８

■
■
■
■

■
■
■

再生紙を使用しています

お
ぼ
え
て
い
ま
す
か

た
ば
こ
の
花
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所
の
整
備
、
充
実
が
図
れ
る
よ
う

支
援
を
行
う
こ
と
。
な
ど
。

四　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　

有
害
鳥
獣
の
撲
滅
に
向
け
た
対

策
を
講
じ
る
よ
う
５
件
の
施
策
を

要
望
。

●
農
業
者
が
個
別
に
鳥
獣
害
防
止

策
が
と
れ
る
よ
う
、
そ
の
設
置
費

用
に
つ
い
て
助
成
を
行
う
こ
と
。

●
駆
除
に
つ
い
て
迅
速
な
対
応
を

行
う
と
と
も
に
、
被
害
軽
減
に
向

け
た
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
。
な

ど
。

五　

そ
の
他

　

そ
の
他
３
件
の
施
策
を
要
望
。

●
農
業
委
員
会
事
務
局
長
と
農
産

課
長
の
兼
務
に
つ
い
て
、
農
業
委

員
会
の
独
立
性
を
確
保
し
、
本
来

の
業
務
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
十
分
留
意
す
る
こ
と
。

●
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染

や
風
評
被
害
の
早
期
解
決
と
原
状

回
復
を
国
、
県
に
働
き
か
け
る
こ

と
。
な
ど
。

　

議
会
推
薦
の
委
員
に
つ
い
て

は
、
10
月
１
日
付
け
で
新
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
和
田
厚
行
委

員
は
引
続
き
選
任
さ
れ
、
風
間
正

子
委
員
に
代
わ
り
小
菅
基
司
委
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

作
可
能
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
。

な
ど
。

二　

担
い
手
・
経
営
対
策
に
つ　

　

い
て

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、
状
況

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
担
い

手
確
保
対
策
と
農
業
経
営
の
安
定

の
た
め
、
３
件
の
施
策
を
要
望
。

●
認
定
農
業
者
に
対
し
て
、
支
援

の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

●
女
性
農
業
者
の
拡
大
を
図
る
た

め
支
援
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。

な
ど
。

三　

地
域
の
活
性
化
対
策
に
つ　

　

い
て

　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
農
業

振
興
と
、
生
産
者
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
、

秦
野
ら
し
い
農
業
を
実
現
す
る
た

め
、
６
件
の
施
策
を
要
望
。

●
「
秦
野
市
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
事
業
」
に
つ
い
て
、
そ
の
農

産
物
の
普
及
や
生
産
者
を
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、
技
術
的
、
財
政
的

支
援
を
行
う
こ
と
。

●
安
全
で
新
鮮
な
地
場
農
産
物
を

消
費
者
に
供
給
す
る
た
め
、
直
売

　

８
月
11
日
、
秦
野
市
農
業
委
員

会
が
、
「
平
成
28
年
度
秦
野
市
農

林
業
施
策
並
び
に
予
算
に
関
す
る

建
議
書
」
を
、
秦
野
市
長
に
提
出

し
ま
し
た
。
こ
の
建
議
は
、
農
業

者
の
意
見
や
考
え
を
市
政
に
反
映

で
き
る
よ
う
、
農
業
委
員
を
通
じ

て
農
家
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

意
見
・
要
望
を
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
当
日
は
、
鳥
海
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
運
営
委
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
市
長
と
の
懇
談
会
で

は
、
農
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
建
議
の
内
容

一　

農
地
の
保
全
・
有
効
利
用　

　

対
策
に
つ
い
て

　

荒
廃
・
遊
休
農
地
は
増
加
す
る

傾
向
に
あ
る
が
、
将
来
に
向
か
っ

て
優
良
農
地
と
し
て
確
保
・
保
全

し
有
効
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
７

件
の
施
策
を
要
望
。

●
荒
廃
・
遊
休
農
地
の
発
生
防
止

及
び
そ
の
解
消
に
向
け
、
積
極
的

な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
。

●
荒
廃
・
遊
休
農
地
対
策
と
し

て
、
こ
れ
ら
を
積
極
的
に
活
用
し

た
施
策
を
実
施
し
、
農
地
の
確
保

と
有
効
利
用
を
図
る
こ
と
。

●
耕
地
・
農
道
整
備
を
行
い
、
耕

「
平
成
28
年
度
秦
野
市
農
林
業
施
策

 
並
び
に
予
算
に
関
す
る
建
議
書
」を

市
長
に
提
出

新
委
員
選
任
さ
れ
る

建
議
書
を
手
渡
す
鳥
海
会
長
（
右
）
と

古
谷
市
長
（
左
）

右
か
ら
、
草
山
委
員
、
古
宮
委
員
、
山
口

委
員
、
鳥
海
会
長
、
古
谷
市
長
、
北
村
職

務
代
理
者
、
松
下
委
員
、
小
山
田
委
員
、

小
宮
委
員
、
谷
屋
委
員



神
奈
川
県
農
業
会
議

賛
助
会
員
費
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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９
月
10
日
に
、
秦
野
市
文
化
会

館
で
、
中
地
方
農
業
委
員
会
連
合

会
（
秦
野
市
、
平
塚
市
、
伊
勢
原

市
、
大
磯
町
、
二
宮
町
の
各
農
業

委
員
会
）
が
、
新
任
農
業
委
員
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

出
席
し
た
委
員
は
、
秦
野
市
と
、

伊
勢
原
市
、
大
磯
町
の
各
農
業
委

員
会
の
委
員
で
す
。

　

研
修
の
内
容
は
、
農
地
転
用
許

可
制
度
と
、
改
正
農
業
委
員
会
法

の
制
度
に
つ
い
て
で
、
そ
れ
ぞ

れ
、
神
奈
川
県
職
員
、
神
奈
川
県

　

神
奈
川
県
農
業
会
議
で
は
、
農

業
に
携
わ
る
農
業
者
の
声
を
国
や

県
の
農
業
施
策
に
反
映
し
、
農
業

者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
農
業
経

営
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
農
業

委
員
会
な
ど
の
制
度
が
見
直
さ
れ

農
業
会
議
職
員
が
講
義
を
行
い
ま

し
た
。

　

出
席
し
た
委
員
は
、
委
員
と
し

て
の
責
務
を
果
た
そ
う
と
決
意
を

新
た
に
さ
れ
つ
つ
、
熱
心
に
聴
い

て
い
ま
し
た
。

る
な
か
、
よ
り
一
層
の
農
政
対
策

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
活
動
に
賛
同
し
て
く
だ
さ

る
農
家
の
皆
さ
ん
に
会
費
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

会
員
費
は
、
１
戸
当
た
り

５
０
０
円
で
す
。

の
過
半
数
が
、
原
則
と
し
て
認
定

農
業
者
と
な
り
ま
す
。

　

新
設
さ
れ
る
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
は
、
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
や
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
・
解
消
な
ど
に
取
組
み
ま

す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
る
経
過
措
置
と

し
て
、
施
行
日
（
平
成
28
年
４
月

１
日
）
以
後
に
任
期
が
満
了
す
る

場
合
は
、
任
期
満
了
日
ま
で
現
委

員
が
在
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

つ
ま
り
、
秦
野
市
農
業
委
員
会

の
現
委
員
は
、
任
期
が
満
了
す
る

平
成
30
年
６
月
20
日
ま
で
は
、
委

員
に
在
任
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
神
奈
川
県
農
業
会

議
、
全
国
農
業
会
議
所
は
、
農
業

委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
へ
移

行
し
、
農
業
委
員
会
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
組
織
と
し
て
の
機
能
が
強
化

さ
れ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
法
・
農
協
法
・
農

地
法
の
一
部
を
改
正
す
る
「
農
業

協
同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
案
」
が
８
月
28
日
に

可
決
・
成
立
し
、
９
月
４
日
に
公

布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
ま
す

　
農
業
委
員
の
選
出
方
法
の

　
変
更

●
市
町
村
長
か
ら
の
選
任
制

　

○
地
域
等
か
ら
の
推
薦
・
公

　
　

募
を
実
施

　

○
市
町
村
議
会
の
同
意

　

●
過
半
が
認
定
農
業
者

　

●
利
害
関
係
の
な
い
者
が
１

　
　

人
以
上

　

●
年
齢
・
性
別
に
配
慮

　

●
委
員
数
を
半
分
程
度
に
縮

　
　

減

が
、
主
な
改
正
内
容
は
、
農
業
委

員
の
選
出
方
法
の
変
更
や
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設
な

ど
で
す
。

　

農
業
委
員
の
選
出
方
法
は
、
今

ま
で
の
公
選
制
か
ら
市
町
村
長
の

選
任
制
に
改
め
ら
れ
、
農
業
委
員

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

　
員
の
新
設

●
農
地
利
用
最
適
化
に
向
け
た

　

推
進
活
動
を
実
施

　

○
農
業
委
員
会
が
区
域
ご
と

　
　

に
委
嘱

　

○
区
域
か
ら
の
推
薦
・
公
募

　
　

を
実
施

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
公
選
か
ら
選
任
に

改
正
農
業
委
員
会
法
が
成
立

中
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会

　
新
任
農
業
委
員
研
修
会
開
催

研修会を始めるにあたり、
あいさつをする鳥海会長。

右
か
ら
、
草
山
委
員
、
古
宮
委
員
、
山
口

委
員
、
鳥
海
会
長
、
古
谷
市
長
、
北
村
職

務
代
理
者
、
松
下
委
員
、
小
山
田
委
員
、

小
宮
委
員
、
谷
屋
委
員
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が
作
成
し
て
い
る
農
地
台
帳
の
項

目
の
う
ち
、
公
表
す
る
こ
と
と
定

め
ら
れ
た
項
目
と
農
地
の
地
図
情

報
を
合
わ
せ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
公
表
し
ま
す
。

① 

農
地
台
帳
の
公
表
項
目

　

農
地
台
帳
情
報
及
び
地
図
の
公

表
に
つ
い
て
は
、
農
地
法
等
で
定

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
主
な
も
の

は
、
①
所
在
・
地
番
、
②
地
目
、

③
面
積
、
④
地
域
区
分
、
⑤
所
有

者
名
、
⑥
耕
作
者
名
等
、
⑦
農
地

　

平
成
26
年
に
施
行
さ
れ
た
改
正

農
地
法
に
基
づ
き
、
市
街
化
区
域

内
の
農
地
等
を
除
い
て
、
農
地
情

報
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
27
年
４
月
か
ら
本
格

的
に
公
表
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

農
地
情
報
の
公
表
制
度
は
、
認

定
農
業
者
等
の
担
い
手
の
規
模
拡

大
や
農
業
参
入
を
希
望
す
る
方
々

に
農
地
情
報
を
提
供
し
、
農
地
の

利
用
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
農
業
委
員
会

中
間
管
理
権
の
状
況
、
⑧
遊
休
農

地
か
ど
う
か
等
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

農
地
台
帳
に
は
、
そ
の
ほ
か
所

有
者
や
耕
作
者
の
住
所
等
も
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
住
所
は
公
表

項
目
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

②
農
地
情
報
の
公
表
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
が
行
う
農
地
情
報

の
公
表
に
つ
い
て
は
、
農
地
法
の

定
め
に
よ
り
、
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
、
②
窓
口
の
対
応
に
よ

り
行
わ
れ
ま
す
。

㋐
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ

る
農
地
情
報
の
公
表
は
、
全
国

農
業
会
議
所
が
全
国
の
情
報
を

一
元
的
に
管
理
す
る
「
農
地
情

報
公
開
シ
ス
テ
ム
（
全
国
農
地

ナ
ビ
）
」
に
よ
り
公
開
す
る
こ

と
と
な
り
、
現
在
運
用
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
に

よ
っ
て
、
誰
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
地
図
で
農
地
の
所
在

や
意
向
な
ど
、
一
定
の
情
報
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
農
地
の
利
活
用
の
促
進
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

㋑
　
窓
口
の
対
応

　

農
業
委
員
会
の
窓
口
で
も
農

地
の
地
番
を
特
定
し
て
閲
覧
申

請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
同
様
の
情
報
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の

場
合
に
お
い
て
も
、
住
所
が
公
表

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
農
地
台
帳
の
整
備
に
つ
い
て

　

農
地
台
帳
の
情
報
を
活
か
す
た

め
に
は
、
常
に
最
新
の
情
報
に
更

新
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
農
業
委
員
会
が
実
施
す
る
利

用
状
況
調
査
や
貸
し
借
り
等
に
つ

い
て
の
意
向
調
査
に
ご
理
解
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

農
地
ナ
ビ
で
農
地
情
報
を
公
開

農地ナビの使い方
①「（全国）農地ナビ」で検索し、トップページ
　を表示する。

②神奈川県をクリックする。

③秦野市をクリックする。
④次のページで大字をクリックする。

⑤見たい農地上の●をクリックすると、●に変　
　わり、その農地の公表項目（下表）が表示さ　
　れる。

※航空写真や表のデータ等はダミーです。



草
山 

美
恵
子
（
議
会
推
薦
）

●
役
職

　

運
営
委
員

●
主
な
作
付
作
物

　

露
地
野
菜
・
落
花
生

●
ひ
と
こ
と

　

農
業
は
天
候
に
左
右
さ
れ
、
何

年
作
っ
て
い
て
も
日
々
勉
強
。
作

物
を
一
生
懸
命
育
て
て
収
穫
を

得
る
と
き
は
、
最
高
の
喜
び
を
味

わ
い
ま
す
。
多
種
類
の
野
菜
を
作

り
、
新
鮮
な
食
材
を
子
供
達
、
友

達
に
分
け
合
い
、
少
し
で
も
皆
様

の
役
に
立
て
れ
ば
と
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

飯
塚 

和
彦
（
公
選
･
西
地
区
）

●
担
当
生
産
組
合

　

堀
川
上
・
堀
川
中
・
堀
川
下
・

森
戸
・
黒
木
・
欠
畑
・
波
多
川
・

沼
代

●
主
な
作
付
作
物

　

露
地
野
菜
・
菊

●
ひ
と
こ
と

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
と
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
鳥
獣
被
害
に
よ
る

作
付
意
欲
の
低
下
に
よ
る
荒
廃
遊

休
農
地
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
現
状
を
鑑
み
て
、
観
光
農

業
の
さ
ら
な
る
充
実
拡
大
と
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
品
目
の
生

産
振
興
と
産
地
づ
く
り
、
後
継
者

の
育
成
等
、
市
、
農
協
等
と
の
連

携
と
力
を
お
借
り
し
て
農
業
者
の

営
農
意
欲
の
喚
起
と
支
援
機
能
の

発
揮
に
努
力
し
ま
す
。

三
川 

吉
次
（
公
選
･
本
町
地
区
）

●
役
職

　

編
集
委
員

●
担
当
生
産
組
合

　

河
原
町
・
才
ヶ
分
・
上
大
槻
・

中
里
・
東
南
・
中
野

●
主
な
作
付
作
物

　

ミ
カ
ン
・
露
地
野
菜

●
ひ
と
こ
と

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
で
農
地

が
荒
廃
化
し
、
有
害
獣
の
住
処
に

な
る
こ
と
が
多
く
、
作
物
の
被
害

が
増
え
て
悪
循
環
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
荒
廃
地
を
増
や
さ
な
い
よ

う
に
努
め
て
い
き
た
い
。
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小
宮 
忠
義
（
公
選
･
上
地
区
）

●
役
職

　

運
営
委
員

●
担
当
生
産
組
合

　

柳
川
第
一
・
柳
川
第
二
・
八
沢

第
一
・
八
沢
第
二

●
主
な
作
付
作
物

　

茶
・
露
地
野
菜

●
ひ
と
こ
と

　

鳥
獣
被
害
、
進
入
路
が
な
く
農

作
業
機
械
が
入
ら
な
い
な
ど
に
よ

り
、
農
業
の
意
欲
が
減
退
し
、
荒

廃
農
地
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
後
継
者
も
い
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
改
善

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。

松
下 

勲
男
（
公
選
･
本
町
地
区
）

●
役
職

　

運
営
委
員

●
担
当
生
産
組
合

　

上
乳
牛
・
本
乳
牛
・
乳
牛
振

興
・
乳
牛
・
曽
屋
・
山
谷
・
御

門
・
新
御
門
・
入
船

●
主
な
作
付
作
物

　

露
地
野
菜

●
ひ
と
こ
と

　

最
近
、
新
聞
記
事
な
ど
を
見
て

い
る
と
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
始
め
、
生
産
拡
大
、
所
得
拡
大

な
ど
。
も
っ
と
楽
に
農
業
者
が
利

益
の
出
る
政
策
を
考
え
て
貰
い
た

い
も
の
で
す
。
そ
う
な
る
よ
う
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

農
業
委
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー
　
議
席
順

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
最
新

の
農
業
情
勢
の
提
供
と
解

説
、
先
進
農
家
の
経
営
紹

介
、
農
業
入
門
な
ど
読
ん
で

役
立
つ
情
報
が
満
載
で
す
。

●毎週金曜日発行
●購読料　月７００円
●お申し込みは、地元農業
　委員、または農業委員会
　事務局まで。

事務局
☎８２-９６５４

全
国
農
業
新
聞
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山
間
の
農
家

古
屋　

節
子
（
渋
沢
）

　

私
の
住
ん
で
い
る
渋
沢
峠
地
区

は
山
に
囲
ま
れ
四
季
折
々
の
美
し

い
景
色
を
見
せ
て
く
れ
る
所
で

す
。
渋
沢
丘
陵
に
立
て
ば
丹
沢
の

麓
か
ら
広
が
る
秦
野
盆
地
が
見
ら

れ
絶
景
で
す
。

　

私
は
、
会
社
員
だ
っ
た
主
人
が

定
年
退
職
し
て
か
ら
農
業
に
就
き

ま
し
た
。
両
親
が
農
業
を
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
土
地
は
あ
っ
た
も

の
の
高
齢
、
病
気
な
ど
で
荒
廃
地

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
主
人
は
コ

ツ
コ
ツ
と
耕
し
畑
に
戻
し
、
自

分
た
ち
で
食
べ
る
野
菜
は
作
ろ
う

と
言
い
出
し
、
私
も
子
供
や
孫
た

ち
に
新
鮮
で
無
農
薬
の
も
の
を
食

べ
さ
せ
た
い
と
思
い
、
作
っ
て
み

よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
色
々
な
野

　

新
規
就
農
を
し
て
今
年
で
３

年
目
。
か
な
が
わ
農
業
ア
カ
デ

ミ
ー
を
卒
業
し
て
、
す
ぐ
の
こ

と
で
す
。
相
模
原
で
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
卵
と
し
て
就
職
が
決

ま
っ
た
も
の
の
、
体
調
不
良
が
原

因
で
自
分
の
殻
を
破
る
前
に
あ
え

な
く
終
わ
っ
た
の
が
８
年
前
。
当

時
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
た
時
に
支
え
と
な
っ
て
く
れ

た
の
は
、
紛
れ
も
な
い
家
族
で

し
た
。
「
家
の
手
伝
い
を
し
な
が

菜
を
作
り
始
め
ま
し
た
が
、
知
識

も
経
験
も
な
い
な
か
、
良
い
物
は

作
れ
ま
せ
ん
。
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
、
地
区
の
人
た
ち
の
話
を
聞

き
、
野
菜
の
専
門
誌
を
読
み
、
前

向
き
に
進
み
ま
し
た
。
農
業
大
好

き
な
主
人
中
心
の
仕
事
で
私
は
補

助
役
で
す
。
大
変
な
時
も
あ
り
ま

す
が
、
畑
の
中
を
吹
く
風
の
気
持

ち
良
さ
、
周
り
の
景
色
に
癒
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
で
は
、
じ
ば
さ
ん

ず
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
主
に
そ

ら
豆
、
さ
つ
ま
芋
、
里
芋
、
そ
の

他
色
々
で
す
。
楽
し
い
で
す
。

　

峠
地
区
の
土
壌
は
良
く
、
品
質

の
良
い
物
が
収
穫
で
き
る
と
聞
き

ま
し
た
。
こ
の
野
菜
を
無
駄
な
く

活
用
す
る
た
め
に
漬
物
（
峠
漬
）

が
始
ま
り
、
農
協
、
普
及
所
等
の

指
導
の
下
、
峠
生
活
グ
ル
ー
プ
が

発
足
し
ま
し
た
。
40
年
近
く
経
ち

ま
す
が
、
皆
和
気
あ
い
あ
い
と
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
初
め

は
野
菜
の
持
ち
寄
り
で
し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
販
路
も
広
が
り
、
地
区

の
野
菜
を
買
い
上
げ
る
よ
う
に
な

ら
、
ゆ
っ
く
り
将
来
の
こ
と
を
考

え
な
よ
。
」
そ
ん
な
言
葉
に
励
ま

さ
れ
、
農
家
と
し
て
の
毎
日
が
始

ま
り
ま
し
た
。
先
日
ま
で
は
パ
ソ

コ
ン
と
に
ら
め
っ
こ
を
し
て
い
た

自
分
が
、
外
で
野
菜
を
育
て
る
と

い
う
変
化
に
戸
惑
い
を
覚
え
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
分

も
社
会
人
な
の
だ
か
ら
と
心
の
中

で
言
い
聞
か
せ
つ
つ
、
家
族
の
み

ん
な
と
同
じ
よ
う
に
帽
子
を
か
ぶ

り
、
手
拭
い
を
首
に
か
け
て
畑
へ

と
出
陣
す
る
毎
日
で
し
た
。

　

ト
マ
ト
や
ナ
ス
の
収
穫
す
る
方

法
。
機
械
の
基
礎
的
な
使
い
方
。

初
め
の
頃
は
そ
う
い
っ
た
方
法
す

ら
も
知
ら
ず
に
、
家
族
か
ら
教
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
畑
に
出
て
い
る

と
き
の
父
は
、
自
分
に
と
っ
て
の

り
ま
し
た
。
み
つ
ば
、
大
根
、

な
す
、
き
ゅ
う
り
、
人
参
の
５
種

類
で
す
。
一
部
、
他
の
地
区
か
ら

の
買
い
上
げ
も
あ
り
ま
す
。
秦

野
特
産
物
や
観
光
協
会
推
奨
品
と

な
り
、
じ
ば
さ
ん
ず
、
特
産
セ
ン

タ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。
塩
漬
か
ら
酒
粕
漬
へ
と

３
回
か
ら
４
回
漬
け
替
え
ま
す
。

高
齢
化
が
進
み
、
暑
い
時
や
寒
い

上
司
と
し
て
接
し
、
私
自
身
も
ま

た
教
わ
る
立
場
と
し
て
そ
の
状
況

を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
。
母
も

ま
た
家
事
に
追
わ
れ
つ
つ
も
、
１

人
の
農
家
と
し
て
、
家
族
を
支
え

る
者
と
し
て
の
責
務
を
こ
な
し
て

い
ま
す
。

　

家
に
は
ト
マ
ト
温
室
が
あ
り
ま

す
が
、
毎
年
の
よ
う
に
黄
化
葉
巻

を
中
心
と
し
た
病
気
に
は
頭
を
抱

え
て
い
ま
す
。
こ
ま
め
な
薬
散
や

周
辺
の
草
刈
り
を
欠
か
さ
ず
続

け
、
出
来
る
限
り
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
や

ヨ
ト
ウ
虫
の
発
生
を
抑
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ト
マ
ト
は
我
が

家
に
と
っ
て
の
主
戦
力
の
野
菜
な

の
で
、
手
を
抜
く
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
の
で
す
。
さ
ら
に
、
落
花
生

に
は
ハ
ク
ビ
シ
ン
や
ア
ラ
イ
グ

マ
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
檻
で
で

き
た
罠
を
用
意
し
、
わ
ず
か
な
り

と
も
駆
除
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

新
規
就
農
後
も
、
や
は
り
家
族

の
力
を
借
り
つ
つ
、
ど
う
に
か
１

人
の
農
家
と
し
て
地
道
に
勉
強
と

経
験
を
重
ね
て
い
る
毎
日
で
す
。

そ
ん
な
日
々
も
、
今
で
は
本
当
に

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

時
の
漬
け
込
み
、
漬
物
石
の
重
た

さ
、
だ
ん
だ
ん
重
労
働
に
な
り
、

会
員
も
発
足
当
時
か
ら
半
数
程
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
15
名

で
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
先

は
縮
小
傾
向
に
な
り
ま
す
。

　

私
も
高
齢
者
と
な
り
、
い
つ
ま

で
で
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

美
味
し
い
野
菜
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

農
業
を
継
い
で

伊
奈　

知
信
（
下
大
槻
）



公
選
制
か
ら
選
任
制
に
変
更
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
手
続

き
は
、
来
年
か
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
御
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
だ
け
で
は
生
活
費
が
不

足
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
昨
今
、

安
心
で
豊
か
な
老
後
生
活
を
迎
え
る

た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
農
業

者
年
金
を
検
討
し
て
は
い
か
が
で
す

か
。

　

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
、
ま
た
は
Ｊ
Ａ
は
だ
の
営
農
課
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
手
続
き
は

な
く
な
り
ま
し
た
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農
業
者
年
金
の
仕
組
み
や
長

所
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。

　

農
業
者
年
金
が
、
他
の
年
金

の
制
度
と
一
番
違
う
と
こ
ろ

は
、
加
入
者
が
積
立
て
た
保
険
料
と

そ
の
運
用
益
の
額
に
よ
り
将
来
受
取

る
年
金
額
が
事
後
的
に
決
ま
る
確
定

拠
出
型
の
積
立
方
式
を
採
用
し
て
い

る
点
で
す
。
保
険
料
を
支
払
っ
て
い

る
方
の
人
数
や
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人
数
が
ど
う
変
化
し
て
も
、
そ
の

影
響
を
受
け
な
い
財
政
的
に
安
定
し

た
、
少
子
高
齢
化
時
代
で
も
安
心
で

き
る
制
度
で
す
。

　

加
入
資
格
は
、
60
歳
未
満
の
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
で
あ

れ
ば
、
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
農

業
者
や
、
配
偶
者
、
後
継
者
な
ど
の

家
族
農
業
従
事
者
で
も
加
入
で
き
ま

す
。

　

保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
の
間
で
、
千
円
単
位
で

加
入
者
が
自
由
に
選
択
で
き
、
い
つ

で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

税
制
面
の
長
所
は
、
そ
の
年
に
支

払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
所
得
税
・

住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
全
額
控
除
に
な
る
の
で
、
そ

の
分
、
課
税
対
象
所
得
が
下
が
り
、

税
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
担

い
手
に
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
が

●
総
会

　

７
月
24
日
、
８
月
25
日
、
10

月
１
日
、
10
月
26
日

（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
等
は

下
表
の
と
お
り
）

●
運
営
委
員
会

　

７
月
８
日
、
８
月
11
日
、
９

月
14
日
、
10
月
14
日

●
編
集
委
員
会

　

７
月
８
日
、
10
月
１
日
、
10

月
26
日

●
中
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会

　
新
任
農
業
委
員
研
修
会

　

９
月
10
日

農
業
委
員
会
活
動
報
告

（
平
成
27
年
７
月
～
10
月
）

■総会の主な審議案件と件数（７～10月）
審議案件 件数 面　積

耕作目的の売買・賃貸（３条許可） 5件 8,783.22㎡

市街化調整区域内の転用（４・５条許可） 6件 4,712.40㎡

市街化区域内の転用（４・５条届出） 77件 30,631.91㎡

相続税納税猶予 4件 22,754.78㎡

  相 談
    コーナー

「
市
民
の
日
」
に
出
店

　

11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
第

36
回
秦
野
市
市
民
の
日
に
、
荒

廃
農
地
解
消
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
と
協
働
し
て
行
っ
て
い

る
荒
廃
農
地
解
消
事
業
の
Ｐ
Ｒ

の
た
め
出
店
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
展
示
で
荒
廃
農
地
解

消
事
業
活
動
を
説
明
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
ま
た
、
復
元
し
た
農
地

で
栽
培
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
や
そ

の
加
工
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

毎
年
１
月
に
提
出
を
お
願
い

し
て
い
た
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
登
録
申
請
書
で
す

が
、
農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ

れ
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が

支援
センター
通信

荒
廃
農
地
解
消
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
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９
月
26
日
、
27
日
に
第
68
回
秦
野
た
ば
こ
祭

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
た
ば
こ
の
歴
史

や
た
ば
こ
祭
の
由
来
な
ど
は
他
に
譲
る
と
し

て
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
い
の
は
、

「
葉
た
ば
こ
」
の
展
示
で
す
。

　

今
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
「
葉
た
ば
こ
」

で
す
が
、
毎
年
、
た
ば
こ
祭
の
１
週
間
ほ
ど
前

か
ら
当
日
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
葉
た

ば
こ
」
は
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
、
秦
野
駅
改

札
前
、
秦
野
駅
北
口
に
あ
る
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

神
奈
中
１
階
な
ど
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
町
公
民
館
で
は
、
「
葉
た
ば
こ
」
だ
け

で
な
く
、
耕
作
当
時
の
写
真
や
農
機
具
等
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
こ
の
と
き
展
示
さ
れ
て
い

た
「
葉
た
ば
こ
」
を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　

た
ば
こ
祭
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
少
し
た
ば
こ
を
懐
か
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

来
年
の
た
ば
こ
祭
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

10
月
４
日
に
、
秦
野
市
畜
産
ま

つ
り
（
主
催
：
秦
野
市
畜
産
会
）

が
、
田
原
ふ
る
さ
と
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵

ま
れ
、
大
勢
の
方
が
来
場
す
る
大

盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
用
意
し
た
豚

肉
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
豚
汁
、
牛
乳

試
飲
な
ど
は
、
午
前
10
時
に
始
ま

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
午
前

に
は
す
べ
て
完
売
し
ま
し
た
。

　

小
動
物
（
子
羊
・
子
牛
）
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー
や
乗
馬
体
験
（
ポ

ニ
ー
）
は
子
供
た
ち
に
人
気
で
し

た
が
、
動
物
が
怖
く
て
泣
き
出
す

子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
時
開
催
の
畜
産
共
進
会
は
、

今
年
で
59
回
を
迎
え
ま
し
た
。
出

品
さ
れ
た
家
畜
は
ど
れ
も
優
秀
で

甲
乙
付
け
難
く
、
審
査
は
難
航
し

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

詳
し
く
は

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
１
―
７
８
０
０
）

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　

本
号
の
表
紙
は
、
懐
か
し
い

「
た
ば
こ
の
花
」
で
す
。
私
の
小

中
学
生
時
代
は
、
た
ば
こ
栽
培
が

盛
ん
で
、
我
が
家
で
も
耕
作
を
し

て
い
ま
し
た
。
大
変
懐
か
し
く
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆
様
方

は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
も
、
も
う
少
し
で
終
わ
り

ま
す
が
、
来
年
の
作
付
を
思
案
し

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
編
集
委
員
長　

古
谷　

保
）

農業者年金に加入しませんか？
農業者年金は、確定拠出型の年金で、次の長所があります。
●年金額が加入者数・受給者数に影響されない。
●保険料は全額控除対象。
●保険料の国庫補助（一定の要件が必要）。

　お問合せ
　　農業委員会事務局　　　☎８２-９６５４
　　ＪＡはだの営農課　　　☎８１-７７１８

たばこ祭で
「葉たばこ」の展示

畜
産
ま
つ
り
開
催

（上右）　初めて見る子牛にビックリ！でも、負けずににらめっこ！！
（上左）　ブラッシングが終わるまで動かないで！
（左）　　「乳牛の部」の審査の様子

市役所での
「葉たばこ」の展示


